
＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所

実施日程： 活動の様子の写真 成果物の写真

＜目的＞

＜成果＞

利用者によるデータ入力作業

活動内容の追加コメント

企業側から事務業務を依頼する場合、どうしても業務の専門用語や流れにそった事務を依頼することになります。

2022年4月1日

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 就労継続支援A型事業所コパン 事業所番号 0910101153

住　所 宇都宮市鶴田町３３５９ 管理者名 斎藤美保子

電話番号 ０２８－６３３－７４５５ 対象年度 ２０２１年度

地域連携活動の概要

CECAP 株式会社 福祉用具総合評価センター、自事業所

毎月　１～２日

実施した生産活動・施設外就労の概要

利用者の事務スキルを生かした、事務データの入力補助

事業所と連携することで、本来企業側が集中して行いたい業務に特化できる。

対象者にとってのメリット

一般企業の業務に携わることで、業務スキルおよび経験、賃金アップが図れる。

企業側の人手不足解消、専門業務への集中と利用者の業務スキルおよび賃金アップ

利用者数など 依頼内容の確認、調整業務　１名

依頼内容に基づくデータ入力補助業務　２名

地域連携活動のねらい

地域にとってのメリット

得られた成果 就労意欲の向上および経験値のアップ

課題点 コロナ禍により直接のやりとりに制限があり、正確に意思疎通

を計るのが難しかった

連携先の企業等の意見または評価

連携した結果に対する意見または評価

丁寧で早く正確な仕事に助かっています。また、気が付いたことに対して助言もしてくれるので、業務改善にもなりました。

引き続きお願いしたいと思います。

実施した結果 利用者の業務スキルが高く、作業も正確なので喜んでいただけた

今後の連携強化に向けた課題

もっと多くの方が専門スキルを身に付ければ、対応できる業務も増えて安心して仕事をお願いできると思います。

連携先企業名 CECAP 株式会社 福祉用具総合評価センター 担当者名 代表取締役 田中 繁
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